
北
海
道
網
走
の
板
碑

板
碑
の
北
限
探
査
紀
行

播

磨

定

男

は
じ
め
に

 
板
碑
は
呼
称
か
ら
す
る
と
石
碑
や
墓
碑
の
仲
間
と
誤
解
さ
れ
る
が
、
本
質
は
板
石
状
の
石
造
塔
婆
で
あ
り
、
仏
教
信
仰
の
表
出
物
で
あ

る
。
平
安
時
代
後
期
に
出
現
し
江
戸
時
代
初
期
に
は
日
本
史
上
か
ら
消
滅
し
た
、
わ
が
国
中
世
社
会
の
歴
史
的
産
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
的
分
布
は
北
は
北
海
道
の
網
走
市
か
ら
南
は
沖
縄
県
中
頭
郡
中
城
村
に
至
る
ま
で
、
総
計
六
万
基
に
も
及
ぶ
遺
品
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

 
北
海
道
の
板
碑
は
南
北
朝
期
の
貞
治
六
年
半
．
一
三
六
七
）
以
降
の
も
の
が
、
函
館
市
及
び
亀
田
郡
戸
井
町
と
網
走
市
の
三
箇
所
に
計
四

 
 
 
 
 
 

基
遺
存
し
、
中
で
も
網
走
の
一
基
は
道
北
東
部
に
孤
立
し
て
い
る
だ
け
に
、
存
在
自
体
が
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
網
走
に
あ
る
板

碑
は
果
た
し
て
ど
ん
な
も
の
か
。
確
か
に
地
元
網
走
で
造
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
、
昨
年
九
月
に
漸
く

現
地
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
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時
代
の
造
立
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網
走
市
街
の
南
側
丘
陵
地
に
桂
ケ
岡
公
園
が
あ
り
、
園
内
高
台
に
は
史
跡
指
定
の
ア
イ
ヌ
の
チ
ャ
シ
コ
ッ
（
砦
跡
）
と
そ
の
北
隣
に
赤

い
円
屋
根
を
し
た
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
が
建
っ
て
い
る
。
板
碑
は
同
博
物
館
の
二
階
展
示
室
に
、
オ
ロ
ッ
コ
人
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
な
ど

の
北
方
民
族
資
料
と
共
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
は
レ
プ
リ
カ
で
あ
っ
て
、
本
物
は
甘
煮
の
金
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
博
物

館
の
御
厚
意
に
よ
り
調
査
は
勿
論
本
物
を
対
象
に
計
測
、
手
拓
等
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 
板
碑
の
本
体
は
縦
二
八
・
三
崩
．
、
横
一
六
・
五
弛
．
、
厚
さ
一
・
九
弛
．
と
意
外
に
小
形
で
あ
り
、
簡
単
に
持
ち
運
び
も
可
能
な
大
き
さ
で

あ
る
。
下
方
を
欠
失
し
、
周
縁
部
も
損
傷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
原
形
は
も
う
一
回
り
ぐ
ら
い
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
が
、
頭
部
の
山
形
や
そ
の
下
に
来
る
べ
き
横
二
条
線
の
形
跡
は
、
正
面
・
側
面
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
身
部
の
郭
線
も
無
い
よ
う
で

あ
る
。
従
っ
て
こ
の
板
碑
は
頭
部
山
形
と
横
二
条
の
切
り
込
み
を
有
す
る
所
謂
青
石
塔
婆
形
式
の
板
碑
と
は
異
な
る
自
然
石
板
碑
で
あ

り
、
石
質
は
下
部
左
側
の
大
き
く
欠
失
し
た
箇
所
等
か
ら
見
て
、
関
東
地
方
の
同
遺
品
に
多
用
さ
れ
る
緑
色
片
岩
と
考
え
ら
れ
る
。

 
次
に
、
こ
の
板
碑
の
内
容
表
現
で
あ
る
が
、
正
面
主
要
位
置
に
主
尊
と
し
て
異
体
形
の
キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
種
子
）
を
蓮
座
上
に
顕

刻
し
、
そ
の
下
に
三
茎
蓮
の
花
瓶
一
個
と
両
側
に
「
 
永
」
「
升
四
」
と
刻
銘
し
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
板
碑
は
室

町
時
代
の
応
永
廿
四
年
（
一
四
一
七
）
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
「
 
永
」
を
元
号
と
す
る
と
両
字
間
が
離
れ
過
ぎ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
「
升
四
」
の
方
は
年
字
を
欠
く
な
ど
の
疑
念
も
あ
り
、
応
永
年
問
の
何
月
廿
四
日
と
解
す
る
こ
と
も
強
ち
間
違
い
と
は
言

 
 
ぞ
 

え
な
い
。

 
一
方
、
紀
年
銘
以
外
の
主
尊
や
藁
座
、
花
瓶
な
ど
の
形
状
や
彫
法
を
見
る
と
、
抑
揚
の
あ
る
写
実
的
な
影
は
薄
れ
、
扁
平
で
硬
直
化
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
板
碑
文
化
隆
盛
後
の
現
象
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
紀
年
銘
を
板
碑
文
化
衰
退
期
の

応
永
年
間
と
判
断
す
る
こ
と
え
の
有
力
な
補
強
材
料
と
言
え
よ
う
。
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し
か
し
、
こ
の
板
碑
が
果
た
し
て
地
元
網
走
で
造
立
さ
れ
た
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
は
、
右
の
事
実
が
必
ず
し
も
有
利
に
は
展
開
し

な
い
。
つ
ま
り
、
網
走
に
あ
る
板
碑
は
室
町
時
代
の
製
作
で
は
あ
る
が
、
ど
こ
か
他
所
で
造
ら
れ
、
後
代
に
網
走
へ
搬
入
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
聯
．
＝
、
．
 
ガ
、
，
屈
熟
襯

孟鍋
畢

訓
轟
“

慶
載
、
・

網走市車止内出土の板碑
 （網走市立郷土博物館所蔵）

一224一
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発
掘
地
ク
ル
マ
ト
マ
ナ
イ

 
今
よ
り
丁
度
八
十
年
前
の
大
正
五
年
に
網
走
を
訪
れ
た
清
野
謙
次
博
士
は
、
地
元
の
郷
土
史
家
米
村
喜
男
衛
氏
の
案
内
で
板
碑
を
親
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
 

く
実
見
さ
れ
、
そ
の
所
見
を
『
民
族
』
（
三
ノ
三
）
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
現
存
の
板
碑
は
明
治
四
十
三
年
頃
に
地
元
住
人

の
玉
木
久
次
郎
氏
が
網
走
洋
字
マ
ル
マ
ト
マ
ナ
イ
の
地
中
か
ら
、
下
部
欠
損
し
た
金
属
製
の
瓶
（
現
在
行
方
不
明
）
と
共
に
発
掘
し
た
由

三
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四

で
あ
る
。
清
野
博
士
が
板
碑
の
発
掘
地
と
し
て
報
じ
た
マ
ル
マ
ト
マ
ナ
イ
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
松
浦
武
四
郎
の
『
蝦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夷
日
誌
』
（
安
政
五
年
、
一
八
五
八
年
）
に
「
ク
ロ
マ
ト
マ
ナ
イ
下
期
謝
恩
f
左
」
と
あ
り
、
昭
和
三
十
三
年
発
行
の
地
元
『
網
走
市
史
』

 
 
 
 
 
ク
ル
マ
ト
マ
ナ
イ

上
巻
で
は
「
車
止
内
」
に
訂
正
さ
れ
た
。

 
車
止
内
は
東
に
潮
見
、
南
は
八
坂
、
西
は
天
都
山
に
囲
ま
れ
た
広
い
地
域
で
、
現
在
は
水
路
改
修
の
た
め
昔
日
の
面
影
も
薄
ら
い
で
い

る
が
、
当
時
は
中
心
部
を
流
れ
る
ク
ル
マ
ト
マ
ナ
イ
川
が
商
都
山
の
湧
水
を
合
流
し
網
走
川
に
注
い
で
い
た
。
ま
た
、
発
掘
者
の
玉
木
氏

は
車
止
内
に
旧
在
し
た
北
楽
園
と
い
う
庭
園
の
庭
師
で
、
園
内
の
大
木
を
倒
し
た
際
に
そ
の
根
元
付
近
の
地
下
か
ら
、
板
碑
が
下
部
欠

失
し
た
金
属
製
の
瓶
と
一
緒
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
判
明
し
た
が
、
発
掘
時
の
記
録
は
無
論
存
せ
ず
、
当
時
を
知
る
人
の
生
存
も

得
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
板
碑
の
発
掘
箇
所
を
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
最
早
不
可
能
で
あ
り
、
玉
木
氏
子
孫
の
消
息
も
定
か

で
な
い
。

 
た
だ
し
、
発
掘
地
に
関
連
し
て
注
意
す
べ
き
は
ク
ル
マ
ト
マ
ナ
イ
の
地
名
が
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
和
人
の
女
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
発
掘
さ
れ
た
板
碑
が
網
走
か
そ
の
周
辺
で
和
人
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
清
野
博
士
も
こ
の
点
に
注
目
さ
れ
て
、
「
若
し
好
事
家
が
あ
っ
て
、
之
が
内
地
か
ら
マ
ル
マ
ト
マ
ナ

イ
に
一
板
碑
を
明
治
四
十
三
年
よ
り
以
前
に
故
意
に
埋
め
て
置
い
た
と
云
ふ
事
実
の
根
接
が
無
い
以
上
、
此
板
碑
は
応
永
年
間
に
網
走
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

或
は
網
走
に
近
い
所
で
日
本
人
の
手
に
よ
り
造
ら
れ
た
も
の
と
信
ず
可
き
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

 
そ
う
な
る
と
、
板
碑
が
造
立
さ
れ
た
応
永
年
間
に
は
す
で
に
和
人
、
中
で
も
仏
教
文
化
の
保
持
者
が
網
走
地
方
に
移
住
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
わ
け
で
、
こ
の
点
は
南
北
東
部
へ
の
和
人
の
移
入
を
十
七
・
八
世
紀
頃
と
す
る
北
海
道
通
史
の
理
解
と
大
き
な
隔
た
り
を
も
っ
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道
が
蝦
夷
ケ
島
、
蝦
夷
ケ
千
島
と
称
さ
れ
て
い
た
鎌
倉
時
代
に
す
で
に
和
人
の
移
入
が
認
め
ら
れ
る
に
し

て
も
、
そ
れ
は
道
南
部
の
僅
か
な
一
角
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
松
前
藩
が
成
立
し
た
当
初
に
お
い
て
も
本
拠
の
福
山
を
中
心
に
東
西
各

二
十
五
里
、
東
は
汐
首
岬
付
近
ま
で
西
は
熊
石
に
至
る
海
岸
線
を
松
前
地
と
称
し
、
亀
田
と
熊
石
に
番
所
を
置
い
て
和
人
は
松
前
地
に
の
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み
居
住
を
許
可
し
た
。

 
車
首
岬
以
東
は
東
蝦
夷
地
、
熊
石
以
西
を
西
蝦
夷
地
と
呼
ん
だ
が
、
中
で
も
東
の
襟
裳
岬
と
西
の
神
威
岬
を
境
に
こ
れ
よ
り
奥
地
は
奥

蝦
夷
地
で
あ
っ
て
、
北
見
・
網
走
地
方
へ
の
和
人
の
移
入
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の
シ
ャ
ム
ク
シ
ャ
イ
ン
の
蜂
起
鎮
圧
後
、
松
前
藩

の
支
配
が
厚
岸
方
面
ま
で
拡
大
し
た
十
七
世
紀
後
半
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
ム
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
後
近
江
商
人
の
蝦
夷
地
へ

の
進
出
は
一
層
活
発
化
す
る
か
ら
、
交
易
を
目
的
に
来
魅
し
そ
の
ま
ま
定
住
し
た
者
も
居
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
地
元

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 

『
網
走
市
史
』
が
「
し
か
し
な
お
板
碑
の
発
見
だ
け
を
も
っ
て
応
永
移
住
を
断
定
す
る
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
ろ
う
」
と
慎
重
な
態
度
を

示
し
て
い
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

⇔
 
網
走
板
碑
の
原
産
地

 
網
走
に
あ
る
板
碑
が
他
所
か
ら
搬
入
さ
れ
だ
と
す
る
と
、
い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
か
ら
運
ん
で
き
た
か
に
関
心
が
移
る
。
『
網
走
市
史
』

に
は
発
掘
者
の
玉
木
氏
が
昭
和
二
十
五
年
に
板
碑
を
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
単
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
先
ず
玉
木
氏
宅
を

訪
ね
た
い
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
同
氏
の
係
累
は
網
走
市
内
に
存
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

 
残
る
は
こ
の
板
碑
の
原
産
地
で
あ
る
。
網
走
板
碑
は
前
述
の
如
く
板
碑
文
化
衰
退
期
の
遺
品
で
、
石
質
は
緑
色
片
岩
と
推
定
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
板
碑
と
同
一
の
石
材
を
使
用
し
、
し
か
も
類
似
の
形
状
や
内
容
を
も
つ
遺
品
の
多
在
す
る
地
域
が
注
目
さ
れ
る
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
久
保
常
晴
博
士
は
網
走
板
碑
の
花
瓶
や
紀
年
銘
の
配
置
、
石
質
な
ど
か
ら
、
こ
の
板
碑
の
原
産
地
を
関
東
地
方
の
多
摩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
流
域
に
比
定
さ
れ
、
ま
た
、
函
館
大
学
の
白
山
友
正
教
授
は
石
質
を
輝
石
安
山
岩
と
見
倣
し
、
東
北
津
軽
地
方
の
十
三
湊
付
近
に
居
住

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 

し
た
安
東
氏
縁
故
者
の
造
立
を
示
唆
さ
れ
た
。
両
説
と
も
一
旦
は
他
所
で
造
立
さ
れ
た
板
碑
が
後
代
に
な
っ
て
網
走
に
移
動
し
た
と
観
る

点
で
一
致
し
て
い
る
。

五
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ノ＼

 
た
だ
し
、
問
題
は
そ
の
原
産
地
で
あ
り
、
こ
れ
は
石
質
の
認
定
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
私
見
で
は
黒
身
の
薄
さ
や
全
体
の
色
調
、

そ
れ
に
下
部
欠
損
し
た
形
状
か
ら
し
て
前
述
の
如
く
緑
色
片
岩
製
と
判
断
し
、
し
た
が
っ
て
、
久
保
博
士
の
関
東
地
方
か
ら
の
搬
入
説
に

同
調
す
る
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
で
、
こ
の
際
是
非
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
に
よ
る
石
質
の
化
学
的
分
析
を
お
勧
め
し
た
い
。
筆

者
の
手
掛
け
た
事
例
で
言
え
ば
類
似
の
問
題
は
中
国
地
方
の
岡
山
県
に
も
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

 
岡
山
市
報
恩
寺
の
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
名
号
板
碑
及
び
吉
備
郡
真
備
町
下
二
万
字
矢
形
出
土
の
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
弥
陀

 
 
 
 
 
 
か
 

種
子
板
碑
の
二
基
は
、
こ
の
地
方
に
は
産
し
な
い
緑
色
片
岩
製
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
ら
は
当
然
他
地
方
か
ら
の
搬
入
物
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

り
、
地
元
産
の
花
闘
謹
製
板
碑
と
は
系
統
を
異
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
岡
山
県
に
距
離
的
に
近
い
緑
色
片
岩
の
産

地
と
言
え
ば
四
国
の
吉
野
川
流
域
で
あ
り
、
事
実
こ
の
周
辺
に
緑
色
片
岩
製
板
碑
が
多
言
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
徳
島
地
方
よ
り
瀬
戸
内
海

を
渡
っ
て
運
ば
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
岡
山
県
内
に
は
同
じ
緑
色
片
岩
製
の
板
碑
が
他
に
も
三
基
存
す
る
こ
と
が
そ
の
後
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。
吉
備
郡
真
備

町
の
公
民
館
に
現
存
す
る
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
銘
一
基
、
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
銘
二
等
の
計
三
基
の
板
碑
は
共
に
石
質
が
緑
色

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 

片
岩
で
あ
る
が
、
徳
島
地
方
の
板
碑
と
は
内
容
表
現
に
異
な
る
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
念
の
た
め
に
石
質
の
化
学
的
分
析
を
試
み
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。
試
料
は
埼
玉
・
徳
島
両
地
方
の
産
石
地
か
ら
採
取
し
た
緑
色
片
岩
の
石
片
と
埼
玉
県
飯
能
市
旧
在
の
青
石
板
碑
、

及
び
前
記
真
備
町
公
民
館
所
在
の
一
基
か
ら
削
り
取
っ
た
石
粉
で
、
こ
れ
ら
を
各
々
粉
末
に
し
て
X
線
回
折
に
よ
り
組
成
鉱
物
や
量
比
を

同
定
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。
勿
論
実
験
は
専
門
家
に
依
頼
し
た
が
、
石
質
の
分
析
結
果
は
意
外
に
も
、
岡
山
県
所
在
の
緑
色
片
岩
製
板

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

碑
は
関
東
地
方
の
秩
父
産
石
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
岡
山
・
徳
島
と
割
に
近
い
位
置
に
あ
り
、
両
板
碑
文
化
の

近
縁
性
か
ら
原
石
の
移
動
を
想
定
す
る
の
は
謂
わ
ば
当
然
で
あ
る
が
、
歴
史
の
真
相
は
寧
ろ
わ
れ
わ
れ
の
常
識
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
存
し

た
の
で
あ
る
。
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四
 
石
質
吟
味
の
緊
要
性

 
網
走
で
の
調
査
を
終
え
、
翌
日
は
斜
里
か
ら
知
床
半
島
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
宇
登
呂
よ
り
羅
臼
へ
通
じ
る
知
床
峠
で
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
上
に
浮
か
ぶ
国
後
島
を
遠
望
、
待
機
し
て
い
る
バ
ス
に
戻
り
際
足
下
の
低
い
石
垣
に
目
を
や
る
と
、
そ
こ
に
は
昨
日
調
査
し
た
板
碑
と

同
じ
緑
色
片
岩
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
顕
彰
碑
や
記
念
碑
と
は
違
っ
て
、
こ
れ
は
道
路
端
の
石
垣
で
あ
る
。
使
用
す
る
石

材
を
吟
味
し
て
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か
ら
取
り
寄
せ
る
筈
は
あ
る
ま
い
。
北
海
道
で
も
緑
色
片
岩
が
産
出
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
網
走
板
碑
も

地
元
産
石
で
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
確
率
は
す
く
な
い
に
し
て
も
一
応
は
考
慮
し
て
か
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
右
の
事
実
を
確
認
す
べ
く
、
早
速
知
床
博
物
館
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
岩
石
専
門
の
合
地
学
芸
員
に
よ
る
と
、
北
海
道
で
も
旭
川
市

の
西
側
か
ら
旦
局
地
方
を
南
北
に
貫
く
神
威
古
潭
変
成
帯
の
う
ち
、
神
威
善
趣
・
旦
局
一
二
石
や
道
南
の
戸
井
町
な
ど
で
は
緑
色
片
岩
を
産

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

す
る
こ
と
が
知
れ
た
。

 
勿
論
、
北
海
道
に
緑
色
片
岩
が
産
出
さ
れ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
網
走
板
碑
の
地
元
造
立
を
立
証
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
肝
要
な
こ
と
は
地
元
産
出
の
緑
色
片
岩
の
存
在
に
よ
っ
て
、
網
走
板
碑
の
石

質
を
吟
味
す
る
必
要
性
が
従
来
よ
り
も
増
大
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
紹
介
し
た
清
野
博
士
の
地
元
造
立
説
を
は
じ

め
、
久
保
・
白
山
両
氏
の
外
部
移
入
説
に
し
て
も
各
々
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
が
、
網
走
板
碑
の
形
式
や
内
容
を
他
地
域
の
も
の
と
対
比

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
は
蓋
然
的
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
、
こ
れ
を
少
し
で
も
必
然
に
近
づ
け
る
た
め
に
は
、
対
象
自
体
か

ら
解
答
を
導
き
出
す
よ
う
な
科
学
的
方
法
を
駆
使
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
石
質
の
化
学
的
分
析
は
こ
う
し
た
期
待
に
応
え
得
る
唯
一
の
学
問

方
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
は
膠
着
状
態
に
あ
る
網
走
板
碑
の
原
産
地
問
題
に
、
必
ず
や
有
効
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
間
違
い
な
い

の
で
あ
る
。
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む
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1996年6月 播磨定男：北海道網走の板碑

 
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
網
走
市
に
あ
る
板
碑
は
全
国
の
総
計
六
万
基
に
も
及
ぶ
同
遺
品
の
中
で
、
地
理
的
に
は
最
も
北
に
位
置
し

て
い
る
。
系
統
問
題
に
言
及
す
る
場
合
、
当
然
北
海
道
に
あ
る
他
の
板
碑
と
の
関
連
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
函
館
市
船
見
町
称
名

寺
の
板
碑
は
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
銘
と
網
走
の
も
の
よ
り
五
十
年
ば
か
り
古
い
も
の
の
、
こ
ち
ら
は
地
元
産
の
安
山
岩
製
で
あ
り
、

形
式
や
内
容
面
か
ら
も
網
走
の
板
碑
と
は
直
接
的
な
関
連
性
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
亀
田
郡
戸
井
町
の
郷
土
館
に
保
存
さ
れ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

る
二
基
の
板
碑
も
紀
年
銘
は
磨
滅
し
て
い
る
が
、
右
の
称
名
寺
板
碑
に
続
く
遺
品
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
北
海
道
に
あ
る
板
碑
は
道
南

部
の
函
館
市
・
戸
井
町
と
道
北
東
部
の
網
走
市
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
問
題
は
北
辺
に
一
基
だ
け
孤
立
す
る
網
走
板
碑
の
存

在
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
地
方
へ
の
和
人
の
移
入
、
仏
教
文
化
の
伝
播
・
普
及
と
直
接
関
係
す
る
が
故
に
、
人
々
の
関
心
を
喚
び
問
題
の

究
明
が
侯
た
れ
る
の
で
あ
る
。

亀田郡戸井町宮川出土の板碑二基
   （戸井町郷土館所蔵）
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第45号

こ
れ
ま
で
地
元
で
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
遺
物
が
実
は
他
所
か
ら
の
搬
入
物
と
な
る
と
、
勿
論
こ
れ
に
依
拠
し
た
歴
史
の
認

識
は
改
変
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
移
動
の
事
実
に
伴
っ
て
こ
れ
ま
で
は
全
く
気
付
か
な
か
っ
た
歴
史
の
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ
る

こ
と
も
大
い
に
あ
り
得
る
わ
け
で
、
網
走
の
板
碑
は
こ
う
し
た
期
待
に
十
分
応
え
る
だ
け
の
史
料
的
価
値
を
も
っ
た
遺
品
と
言
え
よ
う
。

（
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
稿
）

註

徳山大学論叢

（
1
）
播
磨
定
男
著
『
中
世
の
板
碑
文
化
』
（
東
京
美
術
、
平
成
元
年
）
五
九
頁
。
尚
、
本
書
で
は
板
碑
の
南
限
を
鹿
児
島
県
三
島
村
と
し
た
が
、

 
多
田
隈
豊
秋
著
『
九
州
の
石
塔
』
下
巻
（
西
日
本
文
化
協
会
、
昭
和
五
十
三
年
）
に
よ
る
と
、
沖
縄
県
中
頭
郡
中
城
村
に
も
室
町
時
代
頃
の
板

 
碑
の
存
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
同
書
四
三
一
頁
）
た
だ
し
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

（
2
）
高
橋
 
潤
「
北
海
道
」
（
坂
詰
秀
一
編
『
板
碑
の
総
合
研
究
」
H
地
域
編
所
収
、
柏
書
房
、
一
九
八
三
年
）
、
千
々
和
 
到
「
北
海
道
の
板

 
碑
を
め
ぐ
っ
て
」
（
羽
下
徳
彦
編
『
北
日
本
中
世
史
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
。
尚
、
亀
田
郡
戸
井
町
の
板
碑
二
基
に
つ

 
い
て
は
平
成
八
年
三
月
に
筆
者
実
見
。

（
3
）
こ
の
板
碑
を
最
初
に
調
査
さ
れ
た
清
野
謙
次
博
士
は
、
紀
年
銘
に
つ
い
て
一
応
「
応
永
廿
四
年
」
の
造
立
と
認
め
な
が
ら
も
、
「
然
し
、
字

 
の
間
取
工
合
か
ら
見
る
と
応
永
廿
四
年
で
あ
る
や
否
や
疑
は
し
い
。
応
永
何
年
何
月
か
の
廿
四
日
か
も
知
れ
な
い
」
と
疑
念
を
表
明
さ
れ
た

 
が
、
久
保
常
晴
博
士
は
関
東
地
方
の
北
品
川
法
禅
寺
に
あ
る
応
永
在
銘
板
碑
に
、
網
走
板
碑
と
同
じ
く
中
央
に
花
瓶
一
個
を
配
し
、
そ
の
左
右

 
に
紀
年
銘
を
割
書
き
す
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
、
網
走
板
碑
の
紀
年
銘
を
「
応
永
早
口
」
年
と
見
て
間
違
い
な
い
と
し
た
。
清
野
謙
次

 
「
北
海
道
東
北
部
紀
行
-
網
走
方
面
の
探
究
」
（
『
民
族
』
三
ノ
三
）
、
久
保
常
晴
「
北
海
道
北
見
国
網
走
発
見
の
板
碑
に
つ
い
て
の
私
見
」

 
（
『
銅
鐸
』
一
、
昭
和
七
年
一
月
）
。

（
4
）
前
掲
清
野
博
士
論
文
。
こ
の
論
文
は
後
に
『
日
本
石
器
時
代
人
研
究
」
（
岡
書
院
、
昭
和
三
年
）
に
所
収
。

（
5
）
ク
ロ
マ
ト
マ
ナ
イ
の
地
名
は
『
竹
四
郎
廻
田
日
記
』
下
（
弘
化
三
年
、
一
八
四
六
年
目
に
も
見
え
る
。

（
6
）
網
走
市
教
育
委
員
会
編
『
網
走
百
話
』
（
網
走
叢
書
二
、
昭
和
六
十
三
年
）
三
六
頁
。
尚
、
清
野
博
士
は
マ
ル
マ
ト
マ
ナ
イ
に
注
釈
し
て

 
「
和
人
の
女
の
死
ん
で
居
た
小
沼
沢
地
」
と
記
し
、
『
網
走
市
史
』
上
巻
は
マ
ル
マ
ト
マ
ナ
イ
を
ク
ル
マ
ト
マ
ナ
イ
に
訂
正
し
た
が
語
義
に
つ
い

 
て
は
清
野
説
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
の
松
浦
武
四
郎
『
蝦
夷
日
誌
』
に
は
「
名
義
善
女
昔
し
居
た
る
沢
と
い
へ
り
」

 
と
あ
り
、
最
新
の
前
掲
『
網
走
百
話
』
で
は
「
和
人
の
女
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
」
と
す
る
説
が
有
力
と
し
て
い
る
。
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〇

1996年6月 播磨定男：北海道網走の板碑

（
7
）
前
掲
清
野
博
士
論
文
。

（
8
）
榎
本
守
恵
・
君
 
サ
彦
著
『
北
海
道
の
歴
史
』
（
山
川
出
版
、
一
九
六
九
年
）
五
七
頁
。

（
9
）
同
書
上
巻
三
〇
六
頁
。

（
1
0
）
「
北
海
道
応
永
板
碑
は
関
東
型
で
あ
る
」
（
『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
8
9
、
昭
和
四
十
八
年
中
。
こ
の
論
文
は
後
に
『
続
仏
教
考
古
学
研

 
究
』
（
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
昭
和
五
十
二
年
）
に
所
収
。

（
1
1
）
「
北
海
道
応
永
板
碑
考
」
（
『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
8
6
、
昭
和
四
十
八
年
）
。

（
1
2
）
播
磨
定
男
編
著
『
中
国
地
方
の
板
碑
』
（
山
陽
新
聞
社
、
昭
和
六
十
二
年
置
四
二
頁
。

（
1
3
）
徳
富
萬
熊
「
備
前
の
板
碑
に
就
い
て
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
四
巻
第
四
号
、
大
正
二
年
）
、
逸
見
敏
刀
「
報
恩
寺
所
在
の
板
碑
に
就
い
て
」

 
（
『
吉
備
考
古
』
第
五
号
、
昭
和
五
年
）
。

（
1
4
）
播
磨
定
男
「
岡
山
県
真
備
町
の
青
石
塔
婆
」
（
『
中
国
新
聞
』
昭
和
五
十
七
年
九
月
二
日
付
）
、
同
「
岡
山
県
の
板
碑
（
『
徳
山
大
学
総
合
経
済

 
研
究
所
紀
要
』
第
五
号
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
。

（
1
5
）
播
磨
定
男
「
岡
山
県
真
備
町
の
青
石
板
碑
一
X
線
回
折
に
よ
る
石
質
分
析
と
系
統
の
問
題
一
」
（
『
徳
山
大
学
論
叢
』
第
三
十
三
号
、
平

 
成
二
年
）
、
同
「
板
碑
造
立
の
風
潮
」
（
『
季
刊
考
古
学
』
第
三
十
九
号
、
平
成
四
年
四
月
）
。

（
1
6
）
白
山
氏
も
前
掲
論
文
で
北
海
道
に
緑
色
片
岩
の
産
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
網
走
板
碑
の
石
質
に
関
し
て
は
本
文
で
も
紹
介
し
た
如
く

 
輝
石
安
山
岩
と
し
て
い
る
。

（
1
7
）
戸
井
町
郷
土
館
に
あ
る
二
野
の
板
碑
は
銘
は
磨
滅
し
て
い
る
が
、
そ
の
形
態
か
ら
し
て
室
町
時
代
前
期
頃
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
。
双
方
と

 
も
地
元
岩
石
の
安
山
岩
製
で
、
し
か
も
頭
部
に
横
二
条
の
線
刻
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
海
側
の
山
形
県
酒
田
市
、
あ
る
い
は
石
川
県

 
能
登
半
島
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
久
保
、
千
々
和
両
氏
の
前
掲
論
文
）

〈
付
記
V

 
昨
年
九
月
網
走
市
で
の
現
地
調
査
で
は
、
板
碑
の
手
拓
か
ら
発
掘
地
の
現
地
案
内
に
至
る
ま
で
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
の
御
協
力
を

賜
わ
っ
た
。
館
長
の
本
間
義
勝
氏
を
は
じ
め
和
田
英
昭
、
米
村
 
衛
両
学
芸
員
の
御
厚
意
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。
ま
た
、

今
年
三
月
に
は
亀
田
郡
戸
井
町
を
訪
ね
社
会
教
育
課
の
古
屋
敷
則
雄
氏
、
松
沢
ゆ
か
り
さ
ん
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
共
に
記
し
て

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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